
記念講演

犯罪を犯した人を排除
しない社会を目指して
～反省は一人でできるが
更生は一人でできない～

奈良県社会福祉士会令和6年度総会

と き ： 令和６年６月２９日（土）10:30～12:00(9:30受付）
※10:00～10:30は式典です。式典終了し次第、ご案内します。

ところ ： 奈良県社会福祉総合センター ６階大ホール
参 加 ： テーマに関心のある方（参加費無料）

奈良県社会福祉士会会員は総会申込からお申込みください。
            会員外の方の申込については事務局にお問い合わせください。

講 師 浜井 浩一 氏
龍谷大学  法学部教授

開催・お問合せ
〒634-0061

奈良県橿原市大久保町320-11
奈良県社会福祉総合センター5階

（担当：西田、亀井、米田）
(TEL) 0744-48-072２
(FAX) 0744-48-0723

【経歴、主な編著書】
元法務官僚。早稲田大学教育学部卒業。専門は、刑事政策、犯罪学、統計学、犯罪心理学。
刑務所、少年院、少年鑑別所などの矯正施設、保護観察所(保護観察官)や矯正局に勤務し

たほか、南イリノイ大学大学院派遣留学、法務総合研究所研究官、在イタリア国連犯罪司
法研究所研究員等を経て、龍谷大学法学部教授(矯正・保護総合センター長(2019-)。
（犯罪学研究センター国際部門長)。
主な編著書は、「犯罪をどう防ぐか(シリーズ刑事司法を考える第6巻)」「実証的刑事政

策論---真に有効な犯罪対策へ」(岩波書店)「刑務所の風景―社会を見つめる刑務所モノグ
ラフ」・「刑事司法統計入門」・「犯罪統計入門」（日本評論社）、「2円で刑務所、5億
で執行猶予」・「犯罪不安社会」 (光文社新書) 、「罪を犯した人を排除しないイタリアの
挑戦」(現代人文社)など。『季刊刑事弁護』に最新の犯罪学の知見を紹介する「法律家の
ための犯罪学入門」を年4回15年間連載。
『エビデンスから考える現在の「罪と罰」』(現代人文社・2021年)
現在、日本犯罪社会学会会長、 奈良県更生支援あり方検討委員会委員
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